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不
在
連
絡
票
と
共
に
運
転
免
許
証
、

健
康
保
険
証
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
、

パ
ス
ポ
ー
ト
等
の
提
示
を
求
め
る
郵
便

局
の
窓
口
で
、「
個プ
ラ
イ
バ
シ
ー

人
情
報
」
の
侵
害

だ
と
激
昂
す
る
手
合
に
遭
遇
し
た
経
験

票
の
ご
案
内
」
を
差
し
出
す
や
「
お
名

前
は
？
」
と
尋
ね
る
手
続
す
ら
省
略
し
、

「
◎
◎
さ
ん
で
す
ね
」
と
係
員
が
「
念

押
し
」
す
る
と
は
笑
止
千
万
。
レ
点
を

記
す
「
名
簿
照
合
欄
」「
簿
冊
・
頁
・

行
」、
更
に
バ
ー
コ
ー
ド
も
付
し
た
件

の
用
紙
に
は
「
こ
の
『
投
票
の
ご
案

内
』
が
な
く
と
も
投
票
で
き
ま
す
」
と

明
記
。
実
に
不
可
思
議
な
〝
清
き
一

票
〞
の
担
保
で
す
。

「
先
進
国
」
は
疎お
ろ

か
「
途
上
国
」
で
も
、

予
め
投
票
用
紙
に
印
刷
さ
れ
た
候
補
者

名
や
政
党
名
に
丸
印
を
付
け
る
の
が
大

勢
。
翻
ひ
る
が
え

っ
て
、
公
示
・
告
示
日
の
立

候
補
締
切
を
待
っ
て
選
挙
公
報
を
印
刷

し
、
翌
日
開
設
の
期
日
前
投
票
所
に
も

候
補
者
一
覧
表
が
掲
出
さ
れ
、
開
票
所

要
時
間
を
自
治
体
間
で
競
う
一
方
、
イ

ン
ク
が
滲
む
可
能
性
を
理
由
に
ボ
ー
ル

ペ
ン
で
な
く
鉛
筆
で
の
記
入
を
求
め
る

「
呆
痴
国
家
」
ニ
ッ
ポ
ン
。

　

対
象
者
が
今
回
は
11
名
に
上
る
形
骸

化
し
た
〝
儀
式
〞
の
最
高
裁
判
所
裁
判

官
国
民
審
査
。「
弱
視
」
が
理
由
で
代

筆
投
票
の
有
権
者
が
個
別
判
事
の
違

憲
・
合
憲
判
断
を
元
に
メ
モ
書
き
を
作

成
し
、
投
票
所
へ
持
参
す
る
行
為
す
ら

認
め
ぬ
「
放
置
国
家
」
ニ
ッ
ポ
ン
。

　

而し
か

し
て
従
来
型
公
共
事
業
よ
り
遙
か

に
タ
チ
が
悪
い
Ｉ
Ｔ
ハ
コ
モ
ノ
利
権
に

血
道
を
上
げ
、「
未
来
志
向
Ｄ
Ｘ
を
大

胆
推
進
。
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
官
民
イ
ン

フ
ラ
を
５
年
で
一
気
呵
成
に
作
り
上
げ

る
」
と
大
言
壮
語
の
デ
ジ
タ
ル
庁
も
、

「
い
つ
で
も
・
ど
こ
で
も
・
だ
れ
も

が
」
投
票
可
能
な
電
子
投
票
導
入
で
投

票
率
ア
ッ
プ
は
不
都
合
ら
し
く
、
黙
し

て
語
ら
ぬ
「
砲
血
国
家
」
ニ
ッ
ポ
ン
。

　

大
韓
民
国
に
国
民
１
人
当
た
り
Ｇ
Ｄ

Ｐ
・
労
働
生
産
性
・
最
低
賃
金
の
何
れ

も
逆
転
さ
れ
る
「
日
本
の
劣
化
」
を

齎も
た
ら
し
た
諸
悪
の
根
源
こ
そ
、
１
９
９

４
年
１
月
23
日
に
参
議
院
で
一
旦
否
決

さ
れ
る
も
「
帝
都
」
が
降
雪
に
見
舞
わ

れ
た
１
月
28
日
深
夜
に
衆
議
院
で
成
立

の
「
小
選
挙
区
制
比
例
代
表
並
列
制
」。

往
時
37
歳
の
僕
が
『
噂
の
眞
相
』
で
連

載
開
始
直
後
の
「
東
京
ペ
ロ
グ
リ
日

記
」
か
ら
、
参
院
否
決
翌
朝
の
各
紙
社

説
タ
イ
ト
ル
を
再
録
し
ま
す
。

「
朝
日
：
こ
の
事
態
を
憂
え
る
」「
読

売
：
改
革
実
現
へ
活
路
求
め
よ
」「
毎

日
：
談
合
的
取
引
は
許
さ
れ
な
い
」

「
産
経
：
逆
転
成
立
に
全
力
を
尽
く
せ
」。

豈あ
に
は
か図
ら
ん
や
「
原
点
に
戻
り
ま
ず
腐
敗

防
止
法
成
立
を
」
と
真
っ
当
な
見
出
し

を
掲
げ
た
の
は
「
日
経
」
の
み
。「
読

売
」「
産
経
」
は
そ
の
昔
、
自
民
党
政

権
時
代
か
ら
小
選
挙
区
制
導
入
論
者
だ

っ
た
か
ら
一
応
は
「
筋
」
が
通
っ
て
い

る
。
細
川
護も
り
ひ
ろ熙「
非
自
民
・
非
共
産
８

党
派
」
連
立
政
権
が
誕
生
し
た
途
端
に

変
節
し
た
「
朝
日
」「
毎
日
」
は
一
体
、

何
時
「
自
己
批
判
」
し
た
の
か
。

　

果
た
せ
る
哉
、
２
０
０
９
年
に
細
川

氏
が
「
小
選
挙
区
制
は
賢
明
な
政
治
判

断
が
出
来
る
立
法
府
に
な
ら
な
い
」、

自
民
党
総
裁
だ
っ
た
河
野
洋
平
氏
も
２

０
１
４
年
に
「
率
直
に
不
明
を
恥
じ
る

気
持
だ
」
と
懺
悔
す
る
も
後
の
祭
り
。

両
者
を
介
在
し
た
小
沢
一
郎
氏
、
将は
た
ま
た又
、

低
投
票
率
な
選
挙
の
度
に
「
出
口
調

査
」
に
血
道
を
上
げ
る
〝
埃
高
き
〞
記

者
ク
ラ
ブ
は
、「
中
選
挙
区
制
」
復
活

こ
そ
「
令
和
の
政
治
改
革
」
と
は
露
程

も
語
り
ま
せ
ん
。

　

思
え
ば
人
口
の
多
寡
に
拘
ら
ず
ア
メ

リ
カ
合
衆
国
上
院
は
各
州
２
人
選
出
計

１
０
０
名
を
堅
持
。
が
、「
定
数
削

減
」
の
お
題
目
を
唱
和
す
る
「
法
治
国

家
」
ニ
ッ
ポ
ン
で
は
如
何
な
る
面め
ん
つ子
の

張
り
合
い
な
の
か
、〝
良
識
の
府
〞
参

議
院
に
各
都
道
府
県
２
人
選
出
計
94
名

を
提
案
す
る
選
良
を
、
加
え
て
「
一
票

の
格
差
」
を
声
高
に
語
る
「
意
識
高
い

系
」
知
識
人
が
、
小
選
挙
区
制
に
於
け

る
「
死
票
の
格
差
」
を
是
正
す
べ
く
中

選
挙
区
制
を
と
唱
和
す
る
動
き
を
、
過

分
に
し
て
存
じ
上
げ
ず
。
斯
く
て
衰
弱

し
続
け
る
極
東
の
島
国
な
の
で
す
。

は
皆
無
。「
個
人
」
を
尊
重
す
れ
ば
こ

そ
の
本
人
確
認
だ
か
ら
で
す
。

　

他
方
で
「
法
治
国
家
」
ニ
ッ
ポ
ン
の

投
票
所
で
の
「
本
人
確
認
」
は
ザ
ル
状

態
。
名
前
と
住
所
が
印
字
さ
れ
た
「
投 日本の選挙制度

★
次
号
12
月
号
の
発
行
日
は
11
月
26
日（
金
）で
す
。


